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作業準備 作業打合わせ(KY活動)

作業人員の確認

服装・保護具等の確認

作業環境及び体調の確認

使用器具の確認

特殊清掃 お手洗い棟内外面の天井、排水溝、換気設備、灯具等の清掃を行う。

(外回り作業) ・外壁・入口ガラスドア・ガラス部分の拭き掃除

・天井部の蜘蛛の巣払い・蜘蛛のすジェット噴霧

（内側作業） 入室

・天井部の埃、蜘蛛の巣払い・蜘蛛のすジェット噴霧

・内壁のたばこヤニ取り、各個室の壁の拭き掃除

・換気扇回り、照明灯具回り

・排水こう・排水口の清掃

・ジェットタオルの清掃

・床面の特に汚れた部分の清掃（適宜床面洗浄機を使用して清掃

　を行う）。

終礼、引き継ぎの実施

注意事項

準備工 ・リスクアセスメントによる危険予知訓練の実施。

・作業分担・配置の確認。

混雑期前特殊清掃(12月・4月・7月)　
女子トイレが閉鎖できるエリア

内　　　　　　　容 留　意　事　項

作　　業 　必ず掲出し、お声がけをしてから入る。

・トイレを使用する方が多い時は少し待って作業にあたる

・感染症予防対策（マスク着用・手洗い等）の実施。

・気温、WBGT、体温、体調を確認・記録

・使用器具の破損の有無の確認

作業開始
・脚立を使用する時は足場に注意し必ず二人で作業をすること

・トイレを使用する方が多い時は少し待って作業にあたる

・ガラス磨きの時は手元に注意をする

・蜘蛛の巣払い・蜘蛛のすジェット噴霧の時は必ず利用者のいないことを確認

　してから行う

・水吸気口フィルターの埃を除去する。

・水を使用の時は特に利用者に注意をして作業にあたる

・清掃時に女子トイレに入る時は仕切りをして片面閉鎖をして交互に行う。

・清掃中の立て看板を掲出する。男子トイレは「女性清掃員が清掃

　しています」の看板を掲出する。

・男性が女子トイレに入る場合は片面閉鎖後「男性清掃員清掃中」の看板を

異常事態等発生したら直ちに連絡系統に従って連絡を入れ、指示に従う。 ヘルメット・安全チョッキ・手袋・保護メガネ・熱中症対策用品

洗剤洗い・水洗い時足元に注意をする

後片付け
リスクアセスメントによる危険予知訓練の実施

安全器具・保護具の確認

上駒ヶ岳SA・上下小黒川PA・下駒ヶ岳SAｻﾌﾞトイレ

・蜘蛛の巣払い・蜘蛛のすジェット噴霧の時は必ず利用者のいないことを確認

　してから行う

・脚立を使用する時は足場に注意し必ず二人で作業をすること

・換気扇回りは換気扇のスイッチを切って行う。

・設備を傷付けないよう注意して行う。

・水を使用の時は特に利用者に注意をして作業にあたる

・排水口にきれいな水を溜めておく。


